
令和７年度災害時等における船舶を活用した医療体制の強化にかかる実動訓練について

「災害時等における船舶を活用した医療提供体制の整備の推進に関する法律」（令和３年法律第79号）の施行
及び令和８年１月からの運用開始を踏まえ、災害発生時において船舶活用医療を迅速かつ円滑に実施することがで
きるよう、南海トラフ地震を想定して、実際の船舶を用いた実動訓練を実施し、国・自治体・医療関係団体等の関係
機関の連携強化を図る。

（１）日時：令和７年11月16日（日）11:30～17:30

（２）場所：神戸港 六甲アイランド（兵庫県神戸市）
防衛省PFI船舶「はくおう」内

（３）内容：被災地から被災地外に患者を移送する「脱出船」の訓練

（５）参加機関等：
・内閣官房、関係府省庁
・日本赤十字社、災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）、日本医師会災害医療チーム（ＪＭＡＴ）、
全日本病院医療支援班（ＡＭＡＴ）、日本看護協会災害支援ナース、日本救急医学会
・船舶事業者、災害医療等に関する専門家 等

実施概要

防衛省PFI船「はくおう」

11:30~12:30 ワークショップ 14:00~16:30 模擬医療活動
12:30~13:30 昼食・船舶見学 16:30~17:00 撤収
13:30~13:45 開会式 17:00~17:30 講評・閉会式
13:45~14:00 準備・配置

（４）使用船舶：防衛省PFI船「はくおう」
• 総トン数：約17,400t
• 全長 ：約199m
• 全幅 ：約25m
• 速力 ：29.4ノット
• 最大積載量

：（旅客）507名
（車両）約100台
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訓練想定

＜想定＞
○ 四国沖を震源とするM９クラスの南海トラフ地震が発
生し、高知県高知市では震度７を観測した。災害拠点病
院は４つのうち１つが浸水被害を受け、その他の病院も、
断水・停電、職員の被災等により機能が大幅に低下して
いる。高知港は津波の影響はあったものの、高知新港地
区の耐震強化岸壁は発災後72時間で一部船舶の入港が
可能となっている状況。
防衛省PFI船「はくおう」は、母港の相生港に係留さ

れており、船舶そのものに被害はなかった。
○ 高知県からの要請に基づき、高知市内の病院に通院・
入院している患者を中心に、 「脱出船」として活動を
行う。

• 医療資器材
• 医療従事者

• 患者（下船）

• 患者（乗船）
• 一時的な診療

工程 医療活動体制
の調整

離岸/
活動港へ接岸 患者乗船 離岸/

船内患者対応
受入港へ接岸/
患者下船

各種資器材
の準備/積載

中等症患者・軽症患者に医療行為を
実施しながら、被災地から離れた場所
にある病院等に患者を移送する。 準備港

活動形態：脱出船

■実動訓練で模擬的に行う工程

神戸港相生港
準備港
受入港

母港

高知港
活動港

ワークショップ 11:30-12:30 模擬医療活動 14:00-16:30

神戸港 活動港 高知港 受入港 神戸港
母港 相生港

※実際の訓練では船舶を航行しない（神戸港を高知港と見立てて訓練を実施）
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⑤ 患者下船

• 各患者の搬送車両を調整
• 各部門の役割分担に基づき、病
院車又は救急車により患者を下
船させ、下船者が受入先都道府
県内の医療機関に搬送されたこと
を確認

訓練のシナリオ

① 医療活動体制の調整
※「はくおう」内カフェテリアで実施

• 指揮所機能の強化につなげるために、チームビルディング
のなかで、船内の体制・指揮命令系統を確認
※ 今回、船舶医療総括責任者が３部門を統括する体制を維持しつつ、医療部
門の指揮側リーダーを充実

• 医療従事者の初動セットアップ
• 船内の使用エリア及びレイアウトを確認（指揮所の場所、
医療団体の活動エリア、積込資器材の倉庫スペース等）

• 機能性、識別性、安全性、衛生面の観点を踏まえたドレスコード

② 各種資器材の準備/積載

• 医療用資器材以外の資器材の初動セットアップ
（搬入・組み立て）を実施

• 動線等を確認しながら各資器材をセッティングし、十
分な固縛がなされているか船舶部門が確認

③ 患者乗船

• 部門の役割分担に基づき、病院車
又は救急車により患者を乗船させ、
乗船者確認及びメディカルチェックを
実施

• 患者が使用する医薬品の引継ぎ

④ 船内患者対応
※本訓練では船舶を航行しません

• 車両甲板と客室の双方を用いた模擬医療
活動を実施

• 既存システムや様式案を使用して、患者の情
報管理方法を検証

• 容体が急変した患者に対する対処、受入先
医療機関等への情報伝達方法を確認

●前半：ワークショップ 11:30-12:30

●後半：模擬医療活動 14:00-16:30

令和７年３月に策定した「船舶医療活動要領」に基づき、脱出船を想定した活動全体の流れを体現し一連の手続き等を確認する
ともに、船舶医療の役割・機能の検討に資するようなシナリオにて訓練を実施。
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